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コンセプト
　遊び場の少ない地域の子どもたちにより安
心・安全な遊び場を提供する。遊びだけでは
なく、学ぶコーナーや休憩コーナーもあり、
無駄にない遊び時間を創る。
　さらに、敷地の開口の入り口は、隣接して
いる二つの施設に向け、三つの施設の間の関
係性をもたらし、施設間の交流を深め、最終
的に地域の活性化を目指します。

敷地
　住宅地に囲まれた森、『ふれあいの森』と
呼ばれてあるが、夜になると暗く、利用者も
ほどんと居ません。
　住宅地の中にあり、小・中学校が密集し、
子どももたくさんいる。隣接しているふたつ
の施設があり、人が集まる場所ではあるが、
二施設間の交流はほどんとない。

施設１　スポーツセンター
　中高生が各地から集まり、試合や練習を行
い。小学生たちは習い事をする。大人たちは
ジムを楽しむスポーツセンターである。
施設２　福祉センター
　高齢者が老人ホームなどから集まり、ゲー
ムなどを楽しみながら、交流をする場所であ
ります。

デザイン
　子どもたちに広い公園で遊ばせてあけたい
という気持ちで、大きな中庭ができるよう、
建物を『輪』にしました。中庭ができると同
時に敷地外からの危険を防ぐ外壁もでき、よ
り安心な遊び場になると私は考えました。
　外部から見ると、それぞれの個体に見えま
すが、中に入ると繋がっていて、ひとつ大き
な空間があるギャラリーや、外見は四角い建
物で、中は丸い展示室になっている部屋な
ど。中に入らないと中身が分からない状況を
作り、子どもたちの発想力を刺激し、よりワ
クワクするランドを設計しました。

Children’s Land

はじめに
　遊び場の少ないこどもたちに新しい公園を
作りました。私はこれをChildren’s Land(子
園)と呼びます。
　公園は憩いまたは遊びを楽しむ為に公開さ
れた場所でありますが、雨の日は利用できな
い・遊び道具が少ない・防犯対策に欠けてい
るなど様々な不便や問題があります。ここ
で、解決策としてこのより安心で快適な『子
園』を考案しました。
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